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まえがき＝経済産業省から2018年に発行された「DXレ
ポート」1）を機に，日本国内ではDX（デジタルトランス
フォーメーション）への関心が高まり，当社グループで
は「KOBELCOグループ中期経営計画（2021～2023年度）」
において，当社グループの経営戦略の一つとしてDXに
取り組むことを公表した 2）。
　経済産業省によるDXの定義は，「データとデジタル
技術を活用して，ビジネス環境の変化に対応し，お客様
や社会のニーズに応える製品やサービス，ビジネスモデ
ルの変革と，業務や組織，プロセス，企業文化・風土の
変革を行い，競争力を高めること」であるが，各企業に
おいては自社の経営戦略に合わせて目的やスコープを設
定して，それぞれ特長のあるDXの取り組みが行われて
いる。
　本稿では，KOBELCOが考えるDXとその取組方針に
ついて述べる。

1．KOBELCOらしいDX

　当社グループは，グループ企業理念に基づくサステナ
ビリティ経営により，企業価値の向上に取り組んでい
る。当社グループのDXとは，この経営方針に沿った経
営戦略であり，グループ企業理念で「KOBELCOが実
現したい未来」として掲げている「安全・安心で豊かな

暮らしの中で，今と未来の人々が夢や希望を叶えられる
世界」を，デジタル技術やデータを駆使して実現してい
くことである。
　また，KOBELCOらしいDXとは，グループ企業理念
で「KOBELCOの使命・存在意義」として掲げている「個
性と技術を活かし合い，社会課題の解決に挑み続ける」
ことを，デジタル技術やデータを駆使して実現していく
ことである。ここでいう「個性と技術」には，鉄鋼アル
ミ，素形材，溶接からなる素材系事業，機械，エンジニ
アリング，建設機械からなる機械系事業，そして電力事
業という多様な事業を営むことで蓄積してきた多種多様
な特長ある資産（技術資産・ビジネス資産）がある。さ
らには，多様な分野において社会やお客様との関わりや
接点を有するとともに，各業界の動向やお客様ニーズな
どの情報に対してのアンテナを有している。この特長あ
る資産と社会やお客様のニーズをデジタルデータ化する
ことによりグループ横断で活用できるようにする，その
ビッグデータをAIなどを用いて分析することで単一事
業では発見し得なかったインサイト（洞察）を得る，そ
のインサイトから導き出された新たな価値を当社の特長
ある技術と掛け合わせ，デジタル技術の適用によるソリ
ューションで実現し，カーボンニュートラルや労働人口
不足などのお客様や社会の課題を解決することが，当社
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グループの目指すKOBELCOらしいDXである。

2．DXの取組方針

　KOBELCOらしいDXの実現のため，中長期的なロー
ドマップの元，図 1 に示すSTEP 1～3 の三つの取り組
みに分類して推進することをDXの取組方針としてい
る。
2. 1　STEP1「積極的かつ勇猛果敢な“デジタル化”」
　STEP1は，一般的には“デジタイゼーション”と言
われる領域で，従業員全員が取り組めるように「積極的
かつ勇猛果敢な“デジタル化”」と言い換えて推進して
いる。これまで紙で蓄積されていたデータをデジタル化
して活用できるようにする，あるいはこれまで人手で行
ってきた作業をデジタルツールを用いて自動化・効率化
する取り組みである。
　具体的には，従業員一人ひとりが自ら，RPA（Robotic 
Process Automation，反復処理の自動化）やノーコー
ド・ローコード開発ツール（プログラミング言語を用い
な い シ ス ム 開 発 ），BI ツ ー ル（Business Intelligence 
Tool，データの可視化），電子契約ツールなどのデジタ
ルツールを使い，業務効率化を実現することである。
　STEP1の取り組みは業務効率化に直結するものであ
り，STEP2でデータ活用や変革を行うベースになるもの
である。
2. 2　STEP2「“デジタル化”を基軸としたKOBELCO

の変革」
　STEP2は，一般的には“デジタライゼーション”と言
われる領域で，「“デジタル化”を基軸としたKOBELCO
の変革」と言い換えて推進している。業務をデジタル化

（システム化）して，業務プロセスの上流から下流まで
データでつなぐことで業務効率化を図るとともに，デー
タ活用を前提とする最適な業務処理手順を構築して，さ
らには処理や判断の自動化を図ることで大幅な業務効率
化と働き方の進化を実現する業務プロセス変革を行う取
り組みである。
　また，デジタル化したデータを統合管理して可視化・
分析することで，迅速な意思決定ができる，さらには人
間の能力では発見しえない新たなインサイトにより高度
な意思決定ができるようにする取り組みでもある。
　データの可視化・分析の具体例としては，材料開発に

おいて保有する材料に関するビッグデータと機械学習を
用いることで，材料開発の効率を高めたり，従来知見・
経験値だけでは発想が困難な材料配合を発見したりする
マテリアルズ・インフォマティクス（MI）があげられ
る3）。
　また，生産現場では，プロセスや設備の状況をIoT

（Internet of Things，モノのインターネット）技術でデ
ジタル化して集約し，これまでの操業ノウハウの強みに
ビッグデータ解析の判断を組み合わせるデータ駆動型の
ものづくりへと変革を進めている（本号 「全社データ分
析基盤DataLab®の構築と活用」p.15～16参照）。
2. 3　STEP3「DXによる“KOBELCOらしさ”の追求」
　STEP3は 1 章で述べたKOBELCOらしいDXを実現
することであり，STEP1，2 の推進によって生み出した
リソース（時間）や統合管理された資産（データ）を活
かして，「DXによる“KOBELCOらしさ”の追求」を
行うことで，社会課題の解決，新たな価値創造につなげ
る取り組みである。
　具体例としては，建設業界の人手不足という社会課題
に対して，建設機械の遠隔操作システムと稼働データを
用いた建設現場の効率化とオペレータの働き方変革を実
現し，人手不足や安全性向上などをはじめとした建設現
場の課題を解決する「K- DIVE®（コベルコ建機㈱の商
標）」サービスがあげられる4）。
　また高炉におけるHBI（Hot Briquette Iron）多量挿
入によるCO2削減を実現する，AIによる自動高炉制御シ
ステム「AI操炉®」など，ものづくりの分野でもカーボ
ンニュートラル社会の実現に積極的に貢献している 5）。

3．DXを支える基盤整備

　STEP1～3 の取り組みを加速させるためには，従業員
一人ひとりがデジタル技術やデータを駆使して変革に取
り組んでいく必要があり，その変革を実現・加速・高度
化するための力（以下，DXの推進力）を会社全体で獲
得していかなければならない。
　DXの推進力は，「デジタル技術やデータの活用およ
び変革を推進する人材」，「従業員の武器となるデジタル
ツールやデータが利用しやすい環境」，「従業員のマイン
ドセットと組織や周囲が支援・賞賛する風土」の三つの
要素に分解でき，これら全てが向上することで，DXの

図 1   DX戦略の取組方針
Fig.1   Promotion policy for Digital Transformation
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推進力が強化されたことになると考える。
　この三つの要素をそれぞれ「DX人材育成」「データ
活用環境の整備」「DXに取り組む風土の醸成」として
取り組んでいる。
3. 1　DX人材育成
　各部門でデジタルを活用した業務改善と変革をリード
する“ITエバンジェリスト”の育成と，デジタル化に
よって蓄積されたデータを統計学的手法や分析技術を用
いて課題解決や新たな知見の創出を行う“データサイエ
ンティスト”の育成に取り組んでいる。
　育成した人材が自らの業務の中で継続的にDXに取り
組んでいくことが重要であり，デジタルツールの教育や
コミュニティ活動の活性化など，研修受講後の支援も行
っている。
3. 2　データ活用環境の整備
　社内外の変化に対して業務プロセスが迅速かつ柔軟に
対応できるように，また業務プロセスで発生するデータ
を蓄積して有効に利活用できるように，老朽化したシス
テムの再構築に取り組んでいる。
　さらに，自社工場内の生産設備やお客様に納入した機
械製品の稼働データを収集するためにIoT技術を導入
し，収集したデータをクラウドで蓄積し，先進的なデー
タ分析ツールで分析するといった，新しいテクノロジー
を用いたデータ利活用の環境整備を推進している（本号 

「全社データ分析基盤DataLab®の構築と活用」p.13～15
参照）。
3. 3　DXに取り組む風土の醸成
　従業員一人ひとりがデジタル技術やデータの活用を自
分ごととして捉えて，自ら能動的に変革に向けて行動
し，新しいことにチャレンジしていく風土を醸成してい
く必要があり，従業員一人ひとりの行動の積み重ねによ
り実現していくものである。
　これまでは，イントラネットや社内イベントを通じた
好事例の共有を中心に風土の醸成に取り組んできたが，
まだ十分とは言えない。
　今後は，DXに関するリテラシの向上やマインドセッ
トの獲得などの教育と支援，成果を誉める・称えるとい
った褒章制度の構築などに取り組んでいく計画である。

むすび＝本稿では，KOBELCOが考えるDXとその取組
方針について述べた。STEP1はDX推進の前提として必
要であり，STEP2のKOBELCOの変革を通じてSTEP3
を実現することが目指す姿である。
　この取り組みは，今後，巻頭言で紹介されている新中
期経営計画で示している「KOBELCO らしい変革～
KOBELCO-X～」によって加速させていくこととしてお
り，「KOBELCO-X」とKOBELCOが考えるDXとの関
係について整理しておく。
　「KOBELCO-X」の中の「BX：業務変革」「CX2：お
客様対応変革」「EX：人材戦略・従業員体験向上」「FX：
ものづくり変革・工場変革」の各変革を，デジタル技術
とデータの利活用によって実現・加速・高度化すること
が，「STEP2：“デジタル化”を基軸としたKOBELCO
の変革」である。
　また，事業戦略の両輪である「AX：両利きの経営」

「GX：グリーントランスフォーメーション」を，デジタ
ル技術とデータの利活用によって実現することが，

「STEP3：DXによる“KOBELCOらしさ”の追求」で
ある。
　 こ れ ら の 取 り 組 み を 強 固 に 推 進 す る こ と で，

「KOBELCOが実現したい未来」を見据え，「KOBELCO
の使命・存在意義」を果たすという企業理念の具現化に
貢献していく。
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